
(57)【要約】

【課題】　グラウンド導体板の上方に配置されても天頂

方向への放射に支障をきたす虞のないスロットアンテナ

を提供すること。

【解決手段】　アンテナ装置１１は、シールドケース１

２の上板部１３にスロット１４を開設してスロットアン

テナとして動作させるというものであり、シールドケー

ス１２はグラウンド導体板２０上に設置されている。ス

ロット１４は、直線状に延びる第１の開口部１５と、開

口部１５の長手方向一端に連通する第２の開口部１６と

、開口部１５の長手方向他端に連通する第３の開口部１

７とからなり、開口部１６，１７は開口部１５の中心に

対して点対称な同形の三角形状に形成されている。給電

ピン１８から給電してスロット１４を励振させると、開

口部１６，１７に生じる電界の向きは開口部１５に生じ

る電界の向きに対して斜めに傾き、前者の電界の一部に

よって後者の電界がキャンセルされる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 グ ラ ウ ン ド 導 体 板 の 上 方 に 所 定 の 間 隔 を 存 し て 配 置 さ れ る 導 体 部 材 に 、 直 線 状 に 延 び る
第 １ の 開 口 部 と 、 該 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 一 端 に 連 通 す る 第 ２ の 開 口 部 と 、 前 記 第 １ の
開 口 部 の 長 手 方 向 他 端 に 連 通 す る 第 ３ の 開 口 部 と か ら な る ス ロ ッ ト が 開 設 さ れ て お り 、 前
記 第 １ の 開 口 部 の 中 心 に 対 し て 前 記 第 ２ の 開 口 部 と 前 記 第 ３ の 開 口 部 と が 点 対 称 な 位 置 関
係 に あ っ て 、 こ れ ら 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 が 前 記 第 １ の 開 口 部 よ り も 幅 広 に 形 成 さ れ て
い る と 共 に 、 給 電 時 に 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 の 向 き が 前 記 第 １ の 開 口
部 に 生 じ る 電 界 の 向 き に 対 し て 斜 め に 傾 い て お り 、 前 者 の 電 界 の う ち 前 記 長 手 方 向 と 直 交
す る 成 分 が 後 者 の 電 界 を キ ャ ン セ ル す る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア ン テ
ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 記 載 に お い て 、 前 記 第 ２ の 開 口 部 の 外 形 を な す 一 辺 と 前 記 第 ３ の 開 口 部 の 外
形 を な す 一 辺 が 、 互 い に 平 行 で あ っ て 、 か つ 前 記 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 し
て い る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ の 記 載 に お い て 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 の 外 形 が 、 前 記 第 １ の 開 口 部 と
連 続 す る 部 分 か ら 漸 次 幅 広 と な る 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア
ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 の 記 載 に お い て 、 前 記 導 体 部 材 に 一 対 の 前 記 ス ロ ッ ト が 互
い の 中 心 部 を 合 致 さ せ て 開 設 さ れ て い る と 共 に 、 こ れ ら 各 ス ロ ッ ト の 前 記 第 １ の 開 口 部 ど
う し が 直 交 さ せ て あ り 、 こ れ ら 各 ス ロ ッ ト を 約 ９ ０ 度 の 位 相 差 で 励 振 さ せ る こ と に よ っ て
円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 の 記 載 に お い て 、 前 記 導 体 部 材 が 前 記 グ ラ ウ ン ド 導 体 板 上
に 設 置 さ れ る 板 金 製 の ケ ー ス の 上 板 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ の 記 載 に お い て 、 前 記 ケ ー ス の 上 板 部 に 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 の 少 な く
と も 一 方 の 開 口 部 の 外 形 を な す 二 辺 を 囲 む よ う に リ ブ 状 の 補 強 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 グ ラ ウ ン ド 導 体 板 の 上 方 に 配 置 さ れ る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に 係 り 、 特 に 、 天 頂
方 向 に 高 い 利 得 が 要 求 さ れ る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 従 来 の 一 般 的 な ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 示 す 平 面 図 で あ っ て 、 金 属 板 や 金 属 箔 等 か ら
な る 導 体 部 材 １ に 直 線 状 に 延 び る ス ロ ッ ト ２ が 開 設 さ れ て お り 、 導 体 部 材 １ に 高 周 波 電 力
を 供 給 す る た め の 給 電 ピ ン ３ が 所 定 の 給 電 点 に 垂 設 さ れ て い る 。 給 電 ピ ン ３ は 図 示 せ ぬ 増
幅 回 路 や フ ィ ル タ 回 路 等 に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 給 電 ピ ン ３ を 介 し て 給 電 す る こ と に よ り
ス ロ ッ ト ２ を 励 振 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 励 振 時 に は ス ロ ッ ト ２ を 幅 方 向 に 横 切 る
電 界 が 発 生 す る た め 、 水 平 偏 波 が 真 上 （ 天 頂 方 向 ） や 斜 め 上 方 へ 放 射 さ れ る こ と に な り 、
よ っ て こ れ ら の 方 向 か ら 飛 来 す る 電 波 信 号 を 受 信 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 給 電 方 法
と し て は こ の ほ か 、 ス ロ ッ ト ２ の 幅 方 向 両 端 近 傍 に 給 電 点 を 配 設 し た 構 成 の も の （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 導 体 部 材 １ の 下 方 に ス ロ ッ ト ２ に 対 し て 直 交 す る 給 電 ラ イ ン を 設
け た 構 成 の も の な ど が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 安 価 に 製 造 で き て 小 型 化 も 容 易 な た め 、 車 載 用 の ア ン テ
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ナ 装 置 な ど に 好 適 で あ る 。 す な わ ち 、 ス ロ ッ ト ２ を 有 す る 導 体 部 材 １ を 誘 電 体 基 板 の 上 面
に 設 け 、 こ の 誘 電 体 基 板 の 底 面 に 増 幅 回 路 等 の 電 子 回 路 部 を 実 装 す れ ば 、 安 価 で 小 型 の ア
ン テ ナ 装 置 が 得 ら れ る 。 ま た 、 導 体 部 材 １ と し て 、 回 路 基 板 を 収 納 し た シ ー ル ド ケ ー ス の
上 板 部 を 利 用 し 、 こ の 上 板 部 に ス ロ ッ ト ２ を 設 け れ ば 、 非 常 に 安 価 な ア ン テ ナ 装 置 を 得 る
こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ８ ６ ２ ９ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 車 載 用 の ア ン テ ナ 装 置 な ど に 適 用 し た 場 合 、 前 記 誘 電 体
基 板 や 前 記 シ ー ル ド ケ ー ス は 比 較 的 大 き な グ ラ ウ ン ド 導 体 板 上 に 設 置 さ れ る こ と が 多 い 。
し か し な が ら 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス ロ ッ ト ２ を 有 す る 導 体 部 材 １ の 外 側 に グ ラ ウ ン ド 導
体 板 ４ が 広 が っ て い る と 、 ス ロ ッ ト ２ の 励 振 時 に 導 体 部 材 １ と グ ラ ウ ン ド 導 体 板 ４ と の 間
に 逆 方 向 電 界 Ｅ ｂ が 誘 導 さ れ て し ま う た め 、 ス ロ ッ ト ２ を 幅 方 向 に 横 切 る 本 来 の 電 界 Ｅ ａ
が 逆 方 向 電 界 Ｅ ｂ に よ っ て キ ャ ン セ ル さ れ や す く な る 。 そ の 結 果 、 逆 方 向 電 界 Ｅ ｂ に 起 因
す る 斜 め 上 方 へ の 放 射 は 強 く な る も の の 、 天 頂 方 向 へ の 放 射 は 弱 く な っ て し ま う の で 、 例
え ば Ｅ Ｔ Ｃ （ 自 動 料 金 収 受 シ ス テ ム ） 用 の ア ン テ ナ 装 置 な ど に 適 用 し た と き に 所 望 の 感 度
が 得 に く く な る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 グ ラ ウ ン
ド 導 体 板 の 上 方 に 配 置 さ れ て も 天 頂 方 向 へ の 放 射 に 支 障 を き た す 虞 の な い ス ロ ッ ト ア ン テ
ナ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ で は 、 グ ラ ウ ン ド 導 体 板 の 上
方 に 所 定 の 間 隔 を 存 し て 配 置 さ れ る 導 体 部 材 に 、 直 線 状 に 延 び る 第 １ の 開 口 部 と 、 該 第 １
の 開 口 部 の 長 手 方 向 一 端 に 連 通 す る 第 ２ の 開 口 部 と 、 前 記 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 他 端 に
連 通 す る 第 ３ の 開 口 部 と か ら な る ス ロ ッ ト が 開 設 さ れ て お り 、 前 記 第 １ の 開 口 部 の 中 心 に
対 し て 前 記 第 ２ の 開 口 部 と 前 記 第 ３ の 開 口 部 と が 点 対 称 な 位 置 関 係 に あ っ て 、 こ れ ら 第 ２
お よ び 第 ３ の 開 口 部 が 前 記 第 １ の 開 口 部 よ り も 幅 広 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 給 電 時 に 前
記 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 の 向 き が 前 記 第 １ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 の 向 き に
対 し て 斜 め に 傾 い て お り 、 前 者 の 電 界 の う ち 前 記 長 手 方 向 と 直 交 す る 成 分 が 後 者 の 電 界 を
キ ャ ン セ ル す る よ う に 設 定 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 ス ロ ッ ト の 両 端 部 に 幅 広 な 第 ２ お よ び 第 ３
の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る た め 、 こ れ ら 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 か ら の 放 射 が 、 そ れ よ り
も 幅 狭 な 第 １ の 開 口 部 か ら の 放 射 よ り も 強 く な る 。 そ し て 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 に 生
じ る 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の 向 き が 、 第 １ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 Ｅ １ の 向 き に 対 し て 斜 め に 傾 い
て お り 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の う ち 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 と 直 交 す る 成 分 Ｅ ２ Ｑ ， Ｅ ３ Ｑ に
よ っ て 電 界 Ｅ １ が キ ャ ン セ ル さ れ る た め 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の う ち 該 長 手 方 向 と 平 行 な 成 分
Ｅ ２ Ｐ ， Ｅ ３ Ｐ が 主 と し て 空 間 に 伝 搬 し て い く 。 し か も 、 ス ロ ッ ト の 両 端 部 に 生 じ る 電 界
Ｅ ２ ， Ｅ ３ は 、 該 ス ロ ッ ト を 有 す る 導 体 部 材 の 外 側 に グ ラ ウ ン ド 導 体 板 が 広 が っ て い て も
逆 方 向 電 界 を 誘 導 し に く い た め 、 結 局 、 電 界 成 分 Ｅ ２ Ｐ ， Ｅ ３ Ｐ に よ っ て 水 平 偏 波 が 天 頂
方 向 へ 強 く 放 射 さ れ る こ と に な っ て 、 天 頂 方 向 に 高 利 得 な ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 構 成 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 例 え ば 、 第 ２ の 開 口 部 の 外 形 を な す 一 辺 と 第 ３ の 開
口 部 の 外 形 を な す 一 辺 が 、 互 い に 平 行 で あ っ て 、 か つ 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 に 対 し て 傾
斜 し て い れ ば よ い 。 こ の 場 合 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 の 外 形 が 、 第 １ の 開 口 部 と 連 続 す
る 部 分 か ら 漸 次 幅 広 と な る 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て い れ ば 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 電 界 Ｅ ２
， Ｅ ３ の 向 き を 電 界 Ｅ １ に 対 し て 傾 け る と 共 に 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 か ら の 放 射 を 第
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１ の 開 口 部 か ら の 放 射 よ り も 強 く す る と い う 所 望 の 構 成 を 、 簡 単 に 実 現 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 か か る 構 成 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に お い て 、 前 記 導 体 部 材 に 一 対 の 前 記 ス ロ ッ ト を
互 い の 中 心 部 を 合 致 さ せ て 開 設 し 、 こ れ ら 各 ス ロ ッ ト の 前 記 第 １ の 開 口 部 ど う し を 直 交 さ
せ て お け ば 、 各 ス ロ ッ ト を 約 ９ ０ 度 の 位 相 差 で 励 振 さ せ る こ と に よ り 円 偏 波 ア ン テ ナ と し
て 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 か か る 構 成 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に お い て 、 前 記 導 体 部 材 が 前 記 グ ラ ウ ン ド 導 体 板
上 に 設 置 さ れ る 板 金 製 の ケ ー ス の 上 板 部 で あ れ ば 、 回 路 基 板 を 収 納 し た シ ー ル ド ケ ー ス 等
の 上 板 部 を ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と し て 利 用 す る こ と が で き る た め 、 天 頂 方 向 に 高 利 得 で 非 常
に 安 価 な ア ン テ ナ 装 置 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 導 体 部 材 を な す 前 記 ケ ー ス の 上 板 部 に リ ブ 状 の 補 強 部 が 形 成 さ れ 、
こ の 補 強 部 が 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 の 少 な く と も 一 方 の 開 口 部 の 外 形 を な す 二 辺 を 囲 む
よ う に 形 成 さ れ て い れ ば 、 ア ン テ ナ に 加 わ る 衝 撃 や 振 動 に 対 す る 強 度 が 増 大 す る た め 、 外
部 か ら の 衝 撃 や 振 動 に 起 因 す る 性 能 劣 化 を な く す こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 ス ロ ッ ト の 両 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部
か ら の 放 射 が 、 幅 狭 な 第 １ の 開 口 部 か ら の 放 射 よ り も 強 く 、 か つ 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部
に 生 じ る 電 界 の 向 き が 第 １ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 の 向 き に 対 し て 斜 め に 傾 い て い る た め 、
ス ロ ッ ト を 有 す る 導 体 部 材 の 外 側 に グ ラ ウ ン ド 導 体 板 が 広 が っ て い て も 逆 方 向 電 界 を 誘 導
し に く く 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 に 生 じ る 電 界 の う ち 第 １ の 開 口 部 の 長 手 方 向 と 平 行 な
成 分 に よ っ て 水 平 偏 波 を 天 頂 方 向 へ 強 く 放 射 す る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 天 頂 方 向 に 高
利 得 で 小 型 か つ 安 価 な ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 例
に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 斜 視 図 、 図 ２ は 該 ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 、 図 ３ は 該 ア ン テ ナ 装 置 の
放 射 パ タ ー ン を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す ア ン テ ナ 装 置 １ １ は 、 金 属 板 か ら な る シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 上 板
部 １ ３ に 略 Ｚ 字 形 の ス ロ ッ ト １ ４ を 開 設 し て 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と し て 動 作 さ せ る と い う
も の で あ り 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ は グ ラ ウ ン ド 導 体 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ て い る 。 ス ロ ッ ト
１ ４ は 、 直 線 状 に 延 び る 第 １ の 開 口 部 １ ５ と 、 第 １ の 開 口 部 １ ５ の 長 手 方 向 一 端 に 連 通 す
る 第 ２ の 開 口 部 １ ６ と 、 第 １ の 開 口 部 １ ５ の 長 手 方 向 他 端 に 連 通 す る 第 ３ の 開 口 部 １ ７ と
か ら な る 。 第 １ の 開 口 部 １ ５ は 幅 狭 な 帯 状 の 開 口 で あ る が 、 第 ２ の 開 口 部 １ ６ と 第 ３ の 開
口 部 １ ７ は 、 第 １ の 開 口 部 １ ５ の 中 心 に 対 し て 点 対 称 な 位 置 お よ び 形 状 に 形 成 さ れ た 幅 広
な 開 口 で あ る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ の 開 口 部 １ ６ と 第 ３ の 開 口 部 １ ７ は 、 第 １ の 開 口 部 １ ５
と 連 続 す る 部 分 か ら 漸 次 幅 広 と な る 同 形 の 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 該 三 角 形 の 三 辺 の
う ち 、 一 辺 は 第 １ の 開 口 部 １ ５ の 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 他 の 一 辺 は 該 長 手 方 向
に 対 し て 直 角 で あ り 、 残 り の 一 辺 は 該 長 手 方 向 に 対 し て 平 行 で あ る 。 ま た 、 上 板 部 １ ３ の
一 部 に は 、 給 電 点 と な る 所 定 位 置 に 給 電 ピ ン １ ８ と し て 機 能 す る 切 り 起 こ し 片 が 形 成 さ れ
て お り 、 こ の 給 電 ピ ン １ ８ を 介 し て 給 電 す る こ と に よ り ス ロ ッ ト １ ４ を 励 振 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に ベ ク ト ル 表 示 し た よ う に 、 給 電 し て ス ロ ッ ト １ ４ を 励 振 さ せ る と 、 第 １ の 開 口 部
１ ５ に 電 界 Ｅ １ が 発 生 し 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ６ ， １ ７ に そ れ ぞ れ 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３
が 発 生 す る 。 こ こ で 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ は 電 界 Ｅ １ よ り も 強 く 、 か つ 電 界 Ｅ １ に 対 し て 斜 め
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に 傾 い て お り 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の う ち 第 １ の 開 口 部 １ ５ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 成 分 Ｅ ２ Ｑ
， Ｅ ３ Ｑ に よ っ て 電 界 Ｅ １ が ほ ぼ キ ャ ン セ ル さ れ る よ う に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 内 部 に は 、 増 幅 回 路 や フ ィ ル タ 回 路 等 が 配 設 さ れ た 回 路 基
板 （ 図 示 せ ず ） が 収 納 さ れ て お り 、 こ の 回 路 基 板 に 給 電 ピ ン １ ８ の 先 端 部 （ 下 端 部 ） が 半
田 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ア ン テ ナ 装 置 １ １ で は 、 ス ロ ッ ト １ ４ の 両 端 部 に 幅 広 な 第 ２ お よ
び 第 ３ の 開 口 部 １ ６ ， １ ７ が 形 成 さ れ て い る た め 、 こ れ ら 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ６ ，
１ ７ か ら の 放 射 が 、 そ れ よ り も 幅 狭 な 第 １ の 開 口 部 １ ５ か ら の 放 射 よ り も 強 く な る 。 そ し
て 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ６ ， １ ７ に 生 じ る 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の 向 き が 第 １ の 開 口 部 １
５ に 生 じ る 電 界 Ｅ １ の 向 き に 対 し て 斜 め に 傾 い て お り 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の う ち 第 １ の 開 口
部 １ ５ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 成 分 Ｅ ２ Ｑ ， Ｅ ３ Ｑ に よ っ て 電 界 Ｅ １ が キ ャ ン セ ル さ れ る た
め 、 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ の う ち 該 長 手 方 向 と 平 行 な 成 分 Ｅ ２ Ｐ ， Ｅ ３ Ｐ が 主 と し て 空 間 に 伝 搬
し て い く 。 し か も 、 ス ロ ッ ト １ ４ の 両 端 部 に 生 じ る 電 界 Ｅ ２ ， Ｅ ３ は 、 上 板 部 １ ３ の 外 側
に グ ラ ウ ン ド 導 体 板 ２ ０ が 広 が っ て い て も 逆 方 向 電 界 を 誘 導 し に く い た め 、 結 局 、 電 界 成
分 Ｅ ２ Ｐ ， Ｅ ３ Ｐ に よ っ て 水 平 偏 波 が 天 頂 方 向 へ 強 く 放 射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 実 線 で 示 す 曲 線 は 、 こ の ア ン テ ナ 装 置 １ １ の 放 射 パ タ ー ン で あ り 、 天 頂 方 向 へ も
強 く 放 射 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ れ に 対 し 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ６ ， １ ７ が 形
成 さ れ て お ら ず ス ロ ッ ト １ ４ が 一 般 的 な 直 線 状 の 開 口 で あ る と 仮 定 し た 場 合 に は 、 そ の 放
射 パ タ ー ン は 図 ３ に 破 線 で 示 す 曲 線 の よ う に な り 、 天 頂 方 向 で 放 射 が 弱 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の ア ン テ ナ 装 置 １ １ は 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 上 板 部 １ ３ を ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
と し て 利 用 し て い る た め 、 製 造 が 容 易 で あ る の み な ら ず 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 底 板 部 を
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 反 射 板 と し て 機 能 さ せ る こ と に よ り 上 方 へ の 放 射 効 率 を 高 め る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 こ の ア ン テ ナ 装 置 １ １ は 、 天 頂 方 向 に 高 利 得 で 小 型 か つ 安 価 な 製 品
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 例 に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 で あ っ て 、 図 ２ と 対 応 す
る 部 分 に は 同 一 符 号 が 付 し て あ る 。 図 ４ に 示 す ア ン テ ナ 装 置 ２ １ で は 、 シ ー ル ド ケ ー ス １
２ の 上 板 部 １ ３ に 一 対 の ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ が 互 い の 中 心 部 を 合 致 さ せ て 開 設 し て あ り
、 円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 動 作 す る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 ス ロ ッ ト １ ４ ａ は 、 ス ロ ッ
ト １ ４ と 同 形 の 略 Ｚ 字 形 の 開 口 で あ っ て 、 第 １ の 開 口 部 １ ５ に 対 応 す る 第 １ の 開 口 部 １ ５
ａ と 、 第 ２ の 開 口 部 １ ６ に 対 応 す る 第 ２ の 開 口 部 １ ６ ａ と 、 第 ３ の 開 口 部 １ ７ に 対 応 す る
第 ３ の 開 口 部 １ ７ ａ と か ら な る 。 ま た 、 各 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ の 第 １ の 開 口 部 １ ５ ， １
５ ａ ど う し は 直 交 さ せ て あ り 、 こ れ ら 各 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ が 約 ９ ０ 度 の 位 相 差 で 励 振
さ れ る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 具 体 的 に は 、 上 板 部 １ ３ の 一 部 を 切 り 起 こ し て 形 成 さ れ た 給 電 ピ ン １ ８ の 位 置 が 、 各 ス
ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ に 約 ９ ０ 度 の 位 相 差 を 生 じ さ せ る よ う に 選 定 し て あ る 。 つ ま り 、 給 電
ピ ン １ ８ は 、 ス ロ ッ ト １ ４ か ら は 遠 い が ス ロ ッ ト １ ４ ａ に は 近 い 適 宜 位 置 に 形 成 さ れ て お
り 、 各 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ の 対 応 す る 箇 所 と 給 電 ピ ン １ ８ と の 距 離 の 相 違 で 約 ９ ０ 度 の
位 相 差 を 生 じ さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 ア ン テ ナ 装 置 ２ １ は 、 天 頂 方 向 に 高 利 得 な 円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 動 作 さ せ
る こ と が で き 、 し か も 安 価 に 製 造 で き て 小 型 化 も 容 易 な た め 、 天 頂 方 向 に 高 い 利 得 が 要 求
さ れ る 車 載 用 の Ｅ Ｔ Ｃ ア ン テ ナ な ど と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 例 に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 で あ っ て 、 図 ４ と 対 応 す る
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部 分 に は 同 一 符 号 が 付 し て あ る 。 図 ５ に 示 す ア ン テ ナ 装 置 ３ １ で は 、 前 述 し た 第 ２ 実 施 形
態 例 と 同 様 に 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 上 板 部 １ ３ に 給 電 ピ ン １ ８ と の 距 離 を 異 に す る 一 対
の ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ が 互 い の 中 心 部 を 合 致 さ せ て 開 設 し て あ り 、 円 偏 波 ア ン テ ナ と し
て 動 作 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 給 電 ピ ン １ ８ に 近 い 適 宜 位 置 に 形 成 さ れ た ス ロ
ッ ト １ ４ ａ は 、 給 電 ピ ン １ ８ か ら 遠 い 方 の ス ロ ッ ト １ ４ と 同 形 の 略 Ｚ 字 形 の 開 口 で あ っ て
、 第 １ の 開 口 部 １ ５ に 対 応 す る 第 １ の 開 口 部 １ ５ ａ と 、 第 ２ の 開 口 部 １ ６ に 対 応 す る 第 ２
の 開 口 部 １ ６ ａ と 、 第 ３ の 開 口 部 １ ７ に 対 応 す る 第 ３ の 開 口 部 １ ７ ａ と か ら な る 。 そ し て
、 各 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ の 第 １ の 開 口 部 １ ５ ， １ ５ ａ ど う し は 直 交 さ せ て あ り 、 こ れ ら
各 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ が 約 ９ ０ 度 の 位 相 差 で 励 振 さ れ る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す ア ン テ ナ 装 置 ３ １ で は 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 上 板 部 １ ３ の 複 数 箇 所
に リ ブ 状 の 補 強 部 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 補 強 部 １ ３ ａ は 両 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４
ａ が 有 す る 三 角 形 の 第 ２ の 開 口 部 １ ６ ， １ ６ ａ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ７ ， １ ７ ａ の 二 辺 を
囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る 。 各 補 強 部 １ ３ ａ は 上 板 部 １ ３ を 内 側 ま た は 外 側 に 膨 出 さ せ た
も の で 、 上 板 部 １ ３ に 一 対 の ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ や 給 電 ピ ン １ ８ を プ レ ス 抜 き す る 際 に
同 時 に 加 工 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 補 強 部 １ ３ ａ を シ ー ル ド ケ ー ス １ ２ の 上 板 部 １
３ に 形 成 す る と 、 比 較 的 大 き く 切 り 欠 か か れ た 第 ２ の 開 口 部 １ ６ ， １ ６ ａ お よ び 第 ３ の 開
口 部 １ ７ ， １ ７ ａ の 周 囲 に リ ブ 状 の 補 強 部 １ ３ ａ が 存 在 し 、 ア ン テ ナ に 加 わ る 衝 撃 や 振 動
に 対 す る 機 械 的 強 度 が 補 強 部 １ ３ ａ に よ っ て 増 大 す る た め 、 外 部 か ら の 衝 撃 や 振 動 に 起 因
す る 性 能 劣 化 を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ５ に 示 す ア ン テ ナ 装 置 ３ １ で は 、 両 ス ロ ッ ト １ ４ ， １ ４ ａ が 有 す る 三 角 形 の
第 ２ の 開 口 部 １ ６ ， １ ６ ａ お よ び 第 ３ の 開 口 部 １ ７ ， １ ７ ａ の う ち 、 例 え ば ス ロ ッ ト １ ４
の 第 ２ の 開 口 部 １ ６ に 繋 ぎ 部 １ ６ ｃ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 円 偏 波 ア ン テ ナ の 軸 比 を 調
整 で き る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 第 ２ の 開 口 部 １ ６ は 漸 次 幅 広 と な る 複 数 の 開
口 部 間 に 繋 ぎ 部 １ ６ ｃ を 介 設 さ せ た 擬 似 的 な 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 繋 ぎ 部 １ ６ ｃ を
切 断 す る こ と に よ り 第 ２ の 開 口 部 １ ６ の 実 質 的 な 大 き さ を 変 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 例 に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 該 ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 該 ア ン テ ナ 装 置 の 放 射 パ タ ー ン を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 例 に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 例 に 係 る ア ン テ ナ 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 一 般 的 な ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 品 の 問 題 点 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ １ ， ２ １ ， ３ １ 　 ア ン テ ナ 装 置
　 １ ２ 　 シ ー ル ド ケ ー ス
　 １ ３ 　 上 板 部
　 １ ３ ａ 　 補 強 部
　 １ ４ ， １ ４ ａ 　 ス ロ ッ ト
　 １ ５ ， １ ５ ａ 　 第 １ の 開 口 部
　 １ ６ ， １ ６ ａ 　 第 ２ の 開 口 部
　 １ ７ ， １ ７ ａ 　 第 ３ の 開 口 部
　 １ ８ 　 給 電 ピ ン
　 ２ ０ 　 グ ラ ウ ン ド 導 体 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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